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2027年３月期中間期決算のポイント

売上高 営業利益 主な指標

• 売上増減要因 ：AI・半導体関連需要や設備投資需要の拡大により売上が増加
• 利益増減要因 ：新基幹システムの定着による業務効率化と販管費の増加抑制により営業利益が増加
• 配当方針 ：2027年3月期中間期配当は当初予定通り１株当たり27円で実施

24,990百万円 1,023百万円
中間期
1株当たり配当金：27円

（前年同期比 9.7％増） （前年同期比 56.9％増）
EPS：48.11円
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前期同期比
増減率

前期同期比
増減額

2027年3月
中間期

2026年3月
中間期

＋9.7％＋2,21624,99022,774売上高

＋56.9％＋3711,023651営業利益

＋44.8％＋4051,311905経常利益

＋27.6％＋182840658親会社株主に帰属する
中間純利益

＋26.3％＋0.52.41.9ROE（％）

＋35.1％＋12.5148.1135.60EPS （円）
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 AI・半導体関連需要の拡大に加え、製造業の設備投資が堅調に推移し売上増加
 新基幹システムの定着による業務効率化や販管費の増加抑制により営業利益が増加
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（百万円）

2027年３月期中間期決算概要
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2027年３月期中間営業利益増減分析
 売上増に伴う増益に加え、新基幹システムの定着による業務効率化や販管費の増加抑制により営業利益が増加
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（百万円）

• 人的資本等への支出の
増加

• 新基幹システム安定稼働に
よる保守費用等の減少

• 売上増加による利益
増加
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貸借対照表 主要項目
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連結貸借対照表

2026/92026/32025/3
35,42034,00735,485純資産
79.7％77.9％83.7％自己資本比率

（百万円）

 現金・預金
 売上債権
 棚卸資産
 その他流動資産
 有形固定資産
 無形固定資産

 買入債務
 その他流動負債
 固定負債
 純資産

8,525 

902 

10,479 
197

1,620 

14,531 

8,170 

35,420 

1,843 
702

6,460 

 投資その他の資産

 最適な資本構成を意識し、各種施策を通じて自己資本の適正化を推進

43,63042,406 44,426



©SUGIMOTO & CO., LTD. All Rights Reserved.
8

2,421 

3,346 

866 

△ 995
△ 600 △ 619△ 542

△ 1,698

△ 468

1,426 

2,745 

247 

△ 2,000

△ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

営業CF 投資CF 財務CF FCF
2027/3
中間期

2026/3
中間期 

8662,421営業活動による 
キャッシュ･フロー 

△619△995投資活動による 
キャッシュ･フロー 

△468△542財務活動による 
キャッシュ･フロー 

△221884現金及び現金同等物の 
増減額 

8,0788,137現金及び現金同等物の 
期末残高 

キャッシュ・フロー計算書

キャッシュ・フロー計算書
（百万円） （百万円）

2026/3
中間期

2026/3
通期

2027/3
中間期

 営業キャッシュ・フローは税金等調整前中間純利益の計上や売上債権の減少等によりプラス
 投資キャッシュ・フローは土地等の有形固定資産の取得等によりマイナス
 財務キャッシュ・フローは配当金の支払い等によりマイナス
 フリーキャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローの減少により前年同期比で減少



2027年３月期業績予想
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進捗率
2027/3
中間期

（実績）

2027/3
通期

（予想）

2026/3
通期

（実績）

48.9％24,99051,10048,611売上高

49.4％1,0232,0702,047営業利益

51.1％1,3112,5652,550経常利益

48.4％8401,7362,112親会社株主に帰属する
当期純利益

48.4％48.1199.32117.29EPS（円）
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業績予想に対する進捗状況（中間期）
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（百万円）

 売上高は、AI・半導体関連を中心とした需要を背景に、概ね計画どおりに進捗
 各利益についても概ね計画どおりに進捗し、経常利益は通期予想に対して51.1％の進捗
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 M&Aを含む積極的な成長投資と株主還元に資金を配分する計画
 外部調達を適切に活用し、資本効率の向上と成長投資の両立を図る

キャッシュアロケーション

キャッシュイン キャッシュアウト

配当金9.5億円

M&A等
固定資産の取得

2027/3

計13億円〜

投資

株主還元

資金調達

営業CF
計9.5億円

※必要に応じて実施

計20億円

2026/3

営業CF
計33億円

計13億円
投資

株主還元

計40億円 売上増加

融資
 土地2.6億円
 投資有価証券10億円

 自己株取得 29.9億円
 配当 9.9億円

キャッシュイン キャッシュアウト

資金調達
計23億円
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キャッシュアロケーションの実施状況
 期初におけるキャッシュアロケーションの計画に関しては2026年9月末時点で順調に推移

備考実施済2027/3
想定金額

• 資金需要に応じて調達−都度資金調達

• 土地の取得5.7億円13億円成長投資

• 中間配当と期末配当として実施予定4.7億円9.5億円株主還元



資本政策の取組状況
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中長期で当社が目指す指標

※1 株式分割調整後
※2 2024年3月期
※3 2026年3月期

現在
（2026年10月27日）

PBR
株価

PER（予想）
ROE※3

0.7倍
1,307円
13倍
6.1%

中長期目標

PBR
目標株価

1.0倍以上
2,000円

PER

ROE

17.5倍
東証プライム平均を
目指す

8%以上
資本効率を高めること
で実現

中長期目標開示時点
（2024年8月16日）

PBR
株価※1

PER（予想）

ROE※2

0.8倍
1,338円
13倍
5.4%

 2024年8月に開示した「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応」で示した中長期目標に向け、施策を着実に実行
 持続的な企業価値向上を通じた市場評価の改善に向け、各種施策を継続
 社内AIの導入・活用による業務効率化・生産性向上を推進

14
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 資本政策の取組みを着実に推進
 2027年3月期は中長期的な配当性向目標を達成する計画
 次期中期経営計画は第4次中期経営計画の実績を基準に判断

各施策のKPIの進捗状況（2026年10月現在）

※1株当たり配当金は35円を下限（株式分割調整後）とする

配当性向
50％以上を

維持※

【最終年度】
売上高

55,830百万円

営業利益
2,860百万円

情報開示の
充実

−

株主資本の
過剰な蓄積

を抑制

中期経営計画の着実な実行
による売上高拡大と収益力の
向上

• 既存事業のさらなる強化
• 新規商材・サービスの拡大、

新市場開発
• 積極的な成長投資

（M&A含む）

情報開示の充実

PBR

ROE

PER

売上高成長
と利益率の

改善

期待成長率
の向上

株主資本コストの低減

資本政策/
財務戦略

株主還元の強化
• 配当性向の向上と積極的に

自社株買いの実施

株式分割の実施

成長
戦略

非財務
戦略

KPI
第４次中計

2027/3

• 配当性向 56.1％

売上高
24,990百万円

営業利益
1,023百万円

• 決算説明資料
開示の継続

−

実績 計画

2027/3

• 配当性向 54.4％
（年間配当54円)

売上高
51,100百万円

営業利益
2,070百万円

• 決算説明資料
開示の継続

• 資金需要に備え、
金融機関と情報交換

−

2027/3
中間期

達成取組み中
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この資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが含まれております。それら将来の計画や予想数値
などは、現在入手可能な情報をもとに、当社が計画・予測しております。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素によりこの計画などとは異なる場合があり、この資料はその
実現を確約したり、保証するものではございません。


